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2002年度秋季大会シンポジウム

「環オホーツク研究の新しい視点」報告

はじめに

大西晴夫＊

　オホーツク海の流氷は，北半球で最も低緯度（南）

に存在することは良く知られている．また，環オホー

ツク域は地球温暖化の影響が最も顕著に現れる場所と

も言われ，事実，オホーツク海沿岸の流氷量は確実に

減少している．一方，オホーツクの海氷やオホーツク

高気圧は，北半球の気候や海洋循環にも大きな影響を

及ぼしている．更に，爆弾低気圧や石狩湾小低気圧な

どの激しいメソ擾乱が発達する場所でもあ、る．このよ

うに，環オホーツク地域は気象学的にも海洋学的にも

極めて興味深い地域であるが，これまでは詳細な観測

が不可能であった．しかし，最近オホーツク海域で海

洋を中心とした集中観測が行われ，新たな事実が見出

されつつある．面白いことに，このような新たな観測

事実がかつて存在した環オホーツク文化とも密接に関

連していることも分かってきた．

　実は，北海道の紋別市では毎年海氷研究を中心とし

た「オホーツクシンポジウム」と「環オホーツク文化

のつどい」が同時開催されている．本シンポジウムは

これらの活動に啓発され，また“オホーツクビーナス”

の美に魅せられて企画したものである．環オホーツク

研究を単なる高緯度地域の研究としてではなく，かつ

て存在した環オホーツク文化のように，オホーツク海

周辺を研究の中心に据える新たな視点を理解していた

だければ，シンポジウムを企画したものとして望外の

喜びである．

　最後に，講演者の方々，講演の合間に流した冬のオ

ホーツク沿岸風景の貴重な記録映像を快く貸していた

だいた北海道大学低温科学研究所附属流氷研究施設の

白澤会員，本シンポジウムに参加された皆様，そして

会場の準備等でご尽力頂いた日本気象学会北海道支部

の方々にこの場をお借りして厚く御礼申し上げます．

＊大会委員長：札幌管区気象台長（現　大阪管区気象台）．
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1．考古学からみた環オホーツク海交易

菊池俊彦＊

　1．はじめに
　ロシア人は16世紀末，1581年にウラル山脈を越えて

シベリアに進出してから，17世紀に入ると瞬く間にシ

ベリアを東に横切り，わずか50年余りで，1639年には

オホーツク海に到達し，また1648年にはべ一リング海

に出た．シベリアにはさまざまな民族が居住している．

19世紀後半から20世紀初めにかけての東シベリアの先

住民の分布を見ると，大きく分けて，ツングース諸民

族が広汎に居住し（第1図），古アジア諸民族はアジア

の端に住んでいる（第2図）．

　オホーツク海の北岸，カムチャツカ半島の北半部の

＊北海道大学大学院文学研究科．
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コリャーク自治区とその周辺地域には少数民族である

コリャーク民族が居住している．その全人口は1989年

の統計では8，942人である．1950年代中葉からかつてコ

リャーク民族が居住していたマガダン市周辺とその東

方地域で考古学調査が行われ，新石器時代・鉄器時代

の遺跡が発掘された．これらの遺跡とその出土遺物の

文化複合はコリャーク民族の古代文化を示すものとし

て，古コリャーク文化と呼ばれている．それらの遺跡

のひとつ，マガダン東方のスレードニヤ湾南西岸の集

落跡の住居肚から1枚の銅銭「皇宋通宝」（第3図中の

1）が発見された（Vasil’evskij，1971）．それは中国で

北宋（960－1127年）の宝元2年（1039年）から15年間，

鋳造された貨幣である．中国の貨幣は遥か遠いこの地

域にどこから，どのようにしてもたらされたのだろう
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